令和元年度「建築工事科」事前課題


令和元年度　技術職研修「建築工事科」事前課題
「工事監理での問題点とその解決策について」
みんなで考えよう！　より良い解決策！
「工事の受注者が決定し、工事を進めようと思っていたが、あれこれと問題が発生し、工事が順調に進まない。」このような経験はありませんか？
工事は順調に進むものばかりではありません。設計段階では分からなかったことや設計時の検討不足、近隣対応などの問題が起きることはよくあります。
そこで、あなた自身または職場の先輩等が経験した、工事監理で「問題となった事例」を挙げ、その問題をどのように解決したか（されてきたかを調査し）、回答をお願いします。
10月29 日(火)午後のグループ討議では、事前課題の回答を各自1部持参のうえ、グループ内で各自の自己紹介の際に問題事例の内容を発表していただき、その中から事例を選び、解決策について討議を進めていきます。
事前課題の提出では、問題事例の概要・課題・解決策を記載してください。
「問題となった事例」は、次にあげる①～④のテーマの中から選んでください。ただし、あてはまるものがない場合は、⑤「その他」として他のテーマでも構いません。

また今年度は、グループ討議の発表終了後にグループ内での自由な意見交換の時間を設ける予定です。
研修を円滑に進めるため、他自治体と情報交換したいことも記載の上ご回答ください。
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提出先：　担当　研修第一係　河合（かわい）　E-mail:y_kawai@tskweb.jp
※様式は研修所ホームページ(http://www.tskweb.jp)からダウンロードできます。
データ場所 ： トップページ ＞ 研修紹介 ＞ 研修書式ダウンロード
※9月20日（金）（必着）までにＥメールでご提出ください。
※本様式は、ＰＤＦ等に変換せず、ワード形式のまま送信してください。
※回答をいただいた課題は、事前に講師にお渡しします。
9月20日（金）


までにＥメールで提出





【テーマ】


①　技術力が不足した工事受注者に対する工事監理について


②　材料検査や施工図のチェック方法について


③　工事監理業務委託者と監督員の役割分担について


④　施設管理者、利用者や近隣との折衝について


⑤　その他








